
　

下水道の仕組みや震災による被災・復旧状況についての説明の後、処理場内を見学しました。

災害で発生したガレキなどの処分状況を見学しました。

Vol.5 
８月１１日『夏休み親子で体験学習』を開催しました 
 
県南浄化センターの復旧状況や下水道の仕組みを理解いただき、それぞれの見学先では震災以降の取組・復旧の
状況など、震災からの復興状況を体感いただくことを目的として、抽選により選ばれた流域市町の３０組７４名の
方々に参加いただき、指定管理者の主催により開催されました。 

ガレキの破砕や焼却炉への投入状況 １号ストーカー炉の見学 

微生物を見る体験コーナー 下水道の仕組み説明 

場内水処理施設見学 中央監視室見学 



震災以降の取組について説明を受けた後、製造ラインを見学しました。

震災以降の取組についての説明を受けた後、笹かま館内を見学しました。

震災による被災状況やそれ以降の取組についての説明を受けた後、空港施設内を見学しました。

　１　節水による下水道使用量の縮減
　　　汚れの量を抑えるためにも、引き続き可能な範囲での節水による下水道使用量の縮減をお願いします。
　２　下水道への汚れ物の流入の抑制
　　　簡易処理による水をきれいにする能力は、本来の浄化能力より劣ります。
　　　復旧までの間、川や海を汚さないよう、下水道へ汚れたものをできるだけ流さないようお願いいたします。
　３　大雨時などの下水道使用量の縮減
　　　復旧作業中の下水道施設は、本来の処理能力に達しておらず、大雨時に溢水する可能性があります。
　　　台風や大雨には、風呂水の排水を控えるなど、下水道使用量の縮減をお願いいたします。
　　　　　　みやぎの自然環境を守るためにも、また下流域にお住まいの方々のためにも、
　　　　　　今後も節水と自然に優しい水利用に、どうか皆様のご協力をお願いします。

復旧したビール工場内の見学 震災時の状況や復旧への取組についての説明を受けました 

笹かま館内（笹かまミニ工場）の見学 

震災による被災や復旧の状況についての説明を受けました 屋上展望デッキからの見学 

震災時の状況や復旧への取組についての説明を受けました 
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